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はじめに 
 

自動化システムやソーシャルネットワークを通じて個人のエンパワーメントを図ることが、伝統的な個

人向け金融仲介業や投資管理モデルを混乱させています。業界は顧客の信用の損失やリテール分野での

参加率の低下で苦しんでおり、次の 2 つの根本的かつ重要な問題が浮上しています：( i )  機関投資家は平

均的な個人投資家に比べ、優れた情報と分析ツールが自由に使用できるという事実により情報の非対称

が発生しており、そのため、個人投資家は、通常、取引の「負け」側に立たされる、ということと、 
( ii)  伝統的な金融サービスモデルに固有の利害の衝突、という二点です。T ra k Inv es t プロジェクトの中

核は「金融知識のクラウドソーシング」、そして参加者に対してパフォーマンスと見識に基づく分散型

経済を提供することです。 
 
仮想ソーシャルトレーディングプラットフォーム TrakInvestは現在、(i) 投資の専門知識を持つユーザーが

他のネットワーク上のメンバーに対し有料で知識を共有できるようにし、(ii) スマートコントラクト、機

械学習、NLP、人工知能の技術を使用して「クラウドソース」された市場心理、予測、予報ツール、お

よび(iii) オンライントレーディングのデジタル証明書プログラムを提供しています。ユーザーは

www.trakinvest.com で既存のプラットフォームにアクセスし、機能を確認できます。 
 
TrakInvest は本プロジェクトの実装に最適化するようセットアップされており、既に 3 年の運営実績を有

し、企業、大学、政府との提携を介して 100,000 人以上のユーザーベースをアジアで構築してきました。

また、本プラットフォームは (i) 仮想通貨の仮想トレーディングプラットフォームおよび (ii) 株式や仮想

通貨向けの次世代の「クラウドソース」されたセンチメント（市場心理）ツールも発表する予定です。

これら独自のツールは過去 3年間に収集したソーシャルトレーディングデータおよび行動を使用して開発

されました。TrakInvest はこれらすべてのツールで個人投資家に力を与え、個人投資家を長年にわたり不

利な状況に追いやってきた情報の非対称性をなくすことで平等なフィールドを作ることを目標にしてい

ます。 
 
TrakInvest は 2018 年第一四半期までに既存のユーザーベース向けに TRAK トークンを導入する予定です

。これにより、既存のユーザーが自らのリアルタイムトレーディングデータや市場心理を TrakInvest のウ

ェブおよびモバイルプラットフォームを介して提供し、サービス料金を ETH で獲得できるようにします

。現在、コミュニティは仮想トレーディングポートフォリオを維持することで、非常に有益なトレーデ

ィングデータ、見識、市場心理をプラットフォームを介して提供しています: www.trakinvest.com アプリ

ケーションレベルでは、トークンの機能に以下が含まれます：(i) トークン化されたデータ所有権、(ii) ト
ークン化された評価システム、(iii) トークン化された証明書。 
 
集中化された技術インフラストラクチャを分散化させる動き、エコシステムが可能にするプラットフォ

ームが投資知識や金融取引技術における新しいビジネスモデルの基礎を形成しています。業界の推移を

特定し、TrakInvest のプラットフォームはブロックチェーン技術を使用して、分散化され、コミュニティ

のメンバーが提供した付加価値のあるサービスに対しインセンティブを付与するピア・トゥ・ピアのエ

コシステムを構築しています。リワード、インセンティブ、インサイトツールはパフォーマンスや投資

の見識やリアルタイムのトレーディングデータをリスクなしで共有することに対し、報酬（リワード）

を提供する仮想ソーシャルトレーディング環境の完全な確立と継続性を推進します。 
 
ブロックチェーン技術を活用している、TrakInvest は現在のプラットフォームのセキュリティと透明性の

レベルを改善しながら、スケーラビリティを向上させることを目標にしています。パワフルな技術スタ

ックとイーサリアムのオープンコミュニティネットワークに支援されている、このエコシステムには強

力な技術的知識があります。 
 
 
 
 
  

> > 

http://www.trakinvest.com/
http://www.trakinvest.com/
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TrakInvest は経験豊富な経営陣、諮問委員会によって支援されています。チームのシニアマネジメントは

J.P. モルガン・パートナーズ、AIG、インドステイト銀行、ICICI Securities、Religare を含む一流企業でリ

ーダーとしての役職を務めました。グローバル諮問委員会はグローバルな経験とテクノロジー、情報通

信、メディア、仮想通貨、金融サービスに深いつながりのある個人ならびに既存投資家から構成されて

います。諮問委員会のメンバーは Spotify、Siri、Summly、Bitcasa、Fixmo、Ginger、Desti、Magisto、
Nexon、StudioX 等を含む企業でのリーダーとしての地位を務めた経験を有します。 
 
TrakInvestは現在、シンガポール、タイ、インドで運営しており、今後 18か月でサービスおよび製品を中

国、マレーシア、インドネシア、ベトナム、韓国、日本に拡大します。 ICO ウェブサイト

www.trakinvest.ai で ご 登 録 の 上 、 今 後 の 情 報 を 漏 れ な く ご 確 認 く だ さ い 。 ま た 、

www.trakinvest.com で既存のプラットフォームにアクセスし、機能の確認等を行っていただけます。 
 
 
 

既存のパートナーシップ 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

  

リスクの免責:TRAK トークンの購入には相当な損失のリスクが関与し、すべての投資家に適切で

あるわけではありません。TRAK の価値は変動する可能性があり、結果としてクライアントは当

初の投資額以上の損失を負う可能性があります。TRAK への投資を決定する前に、投資の目標、

経験のレベル、リスクに対する意欲について慎重に検討してください。 

http://www.trakinvest.ai/
http://www.trakinvest.com/
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TrakInvest ICO 
 

トークン名 TRAK 

ウェブサイト www.trakinvest.ai 

オファーのタイプ イニシャルコインオファリング (ICO) 

合計トークン数 155,294,118 

支払通貨 Ether (ETH) 

ERC20 トークン 可能 

トークンの主要販売価格 1 ETH = 2000 TRAK トークン / 1 TRAK トークン = 0.00050 ETH 

  

ICO プレセール日程 12 月 16 日 8am (シンガポール標準時) — 1 月 31 日 8pm  (シンガポール標準時

) 

ICO セール日程 2 月 1 日 8am (シンガポール標準時)  — 2 月 28 日 8pm (シンガポール標準時) 

  

オファーの構造** 66,000,000 トークン提供 

プレセール  

第一次 - 11,000,000 トークン 23.08% 割引  |  2017 年 12 月 16 日 8 am  - 2017 年 12 月 30 日 8 pm 

第二次 - 11,000,000 トークン 15.25% 割引  |  2017 年 12 月 30 日 8 pm - 2018 年 1 月 21 日 8 pm 

第三次 - 11,000,000 トークン 8.42% 割引   |  2018 年 1 月 21 日 8 pm -  2018 年 1 月 31 日 8 pm 

ICO  

第四次 - 11,000,000 トークン 4.31% 割引   |  2 月 1 日 8 am 開始 

第五次 - 11,000,000 トークン 2.25% 割引  |  第四次オファー終了後自動で開始 

第六次 - 11,000,000 トークン 1.09% 割引   | 第五次オファー終了後自動で開始 

 
**各オファーに適用される割引率は、割り当てられた期間の終了または割り当てられたトークン販売終了のいずれか早い方が実現する時点ま

で適用されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.trakinvest.ai/
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マイルストーン 
下図のとおり、プラットフォームおよび経営陣は始動以来、多数のマイルストーンを達成してきま

した。 

 
 

2014 年第一四半期 

TrakInvest V1.0 開始 
2014 年第二四半期 

モバイルアプリ  (V1.0) 

Android 版を開始 2014 年第三四半

期 - 2015 年 

戦略的パートナー

シップの構築 
2016 年第二四半期 

TrakInvest V2.0 開始 

2016 年 8 月 

FWD タイキャンペーン 
2016 年 9 月：Manipal 

グループとの提携 

2016 年 10 月 

Line Finance および FB とのパートナ

ーシップ構築 

2016 年 12 月 

インド理科大学院パー

トナーシップ認定コー

ス 2017 年第一四半期：「The TrakInvest Show」

（インド初の仮想株式取引実況テレビ番組）開

始 

2017 年 3 月 

銀行および保険会社のための音声および人

工知能チャットボット 

2017 年第三四半期テランガーナ 

州、カルナータカ州、アーンド 

ラ・プラデーシュ州の 25,000 人の

学生にトレーニングを提供する旨

のインド政府との覚書を締結 

2016 年 11 月 

モバイルアプリ V2.0 (iOS および
Android) 

2017 年 10 月：リード生成、顧客

獲得、人材特定を目的とするサイ

アム商業銀行（タイ）とのタイア

ップ 

2016 年第一四半期 

アジア/オーストラリア各地の大学との提携 
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製品およびビジネスロードマップ 
 
 
 
 

2018 年第一四半期 トークン化＆地理的拡大 

 証明書トークンの立ち上げ 

 TRAK トークンの取引所への上場、カスタム TI ウォレット 

 2 万人の学生のトレーニングプロジェクトの開始 

 
インドでの「The TrakInvest Show」（シーズン 2）の開始、ベトナムおよ

びタイでの「The TrakInvest Show」（シーズン 1）の開始 

 サイアム商業銀行株式キャンペーンの開始 

 中国での合弁会社設立、タイ、ベトナム、中東での代表オフィスの設立 

  

2018 年第二四半期 仮想通貨トレーディングプラットフォーム 

 仮想通貨の仮想トレーディングの開始 

 仮想通貨トレーディングのシミュレーションゲームの開始 

 評価トークンの立ち上げ 

 
インドおよびタイの様々な大学において TrakInvest が提供する「投資ラボ

」を展開 

  

2018 年第三四半期 人工知能ツール 

 株式および仮想通貨向けの人工知能を使用した市場心理分析ツールの展開 

 データ所有トークンの立ち上げ 

 
人口知能および NLP を使用した音声チャットを英語、タイ語、広東語、

標準中国語で開始 
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2018 年第四四半期 積極的なマーケティングおよびセールス 

 インド、タイ、中国でのマーケティングキャンペーンの開始 

 複数の都市でのセールスチームおよびオフィスの構築 

 
ホワイトレーベルフィンテックのエンゲージメントのための B2B 顧客の

登録 
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経営陣 

 ビジョンや取り組みでビジネスを駆動するチームのメンバーをご紹介します。 

Bobby Bhatia 
CEO 兼設立者 
シンガポール 
 
Bobby は金融機関の株式および投資部
門で 25 年以上の経験を有し、アジア
で 50 億ドル以上の株式およびメザニ
ン取引を行ってきました。彼は、J.P.
モルガン・パートナーズ・アジア、
AIG アジア、オコナー&アソシエーツ
の各社でリーダーシップの地位を歴任
してきました。スタンフォード大学お
よびデューク大学を卒業しました。 

Arjun Chakraborti 
代表取締役兼インド統括 
 
Arjun はインドおよびオーストラリアの
各地で製品、販売、オペレーションの
リードを務めた経験を有します。Arjun
は、ICICI、Religare Securities、Network 
18 等の著名な企業で経験を重ねてきま
した。彼は、インド国内での TrakInvest
の事業を構築し、イノベーションと地
域内における重要な提携を通して当社
の成長を推進してきました。 
Arjun は MBA 保持者であり、ハーバー
ド・ビジネス・スクールの卒業生でも
あります。 

BB BB 

David Watson 
グローバル統括 - 製品、Spartan Inc 
 
David はかつて、TrakInvest のマーケ
ティング、ブランディング、コミュ
ニティ構築の取り組みをリードして
きました。その後も、シニアコンサ
ルタントとして業務に貢献していま
す。 
David は清華大学および MIT の MBA
保持者であり、メルボルン大学でク
リエイティブアートの学士号を取得
しています。 

BB BB 

Urvi Babla 
マーケティング統括 

 

Urvi は 12 年におよぶマーケティング、
戦略、デジタルマーケティングのグロ
ーバルな経験があり、CICI Securities や
Religare Securities等のトップクラスの企
業でチームをリードしてきました。彼
女は Trakinvest の市場拡大および新規顧
客獲得の先頭に立っています。Urvi は
マンチェスター・ビジネス・スクール
の MBA 保持者です。 

Rahul Sharma 
役員 

 

Rahul Sharma は人材コンサルティン
グ企業、Executive Access の北アジア
での営業を 22 年間にわたり率いてき
ました。香港を拠点に、TrakInvest の
法人事業開発および交渉をリードし
ています。また、彼は一流のヘルス
ケア企業 Dr. LalPathLabs の役員も務
めています。 

BB BB UB 

Abha Bakaya 
アンカー＆クリエイティブダイレク
ター 
 
非常に多彩でクリエイティブなテレ
ビニュースエディター、アンカー、
そしてプロデューサーであり、テレ
ビ番組作成、ニュース報道、ライブ
TV 部門、ライフスタイル番組のホ
スト等で 15年の経験があります。彼
女は「The TrakInvest Show」のアン
カー兼クリエイティブダイレクター
を務めています。 

AB 

> > 

DW 

https://www.linkedin.com/in/arjunchakraborti/
https://twitter.com/ArjunChakrabor7
https://www.linkedin.com/in/bobby-bhatia-007433/
https://twitter.com/Bhatia888
https://www.linkedin.com/in/arjunchakraborti/
https://twitter.com/UrviBabla
https://www.linkedin.com/in/urvi-babla-1673324/
https://www.linkedin.com/in/abha-bakaya-ab118353/
https://www.linkedin.com/in/davidjameswatsonau/
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AT 

AT 
Parag Arora 
TrakInvest Security 
CTO 兼設立者 - Turing Labs 
 
Parag はウォレット戦略やトークン経
済も含め、TrakInvest の最も安全なブ
ロックチェーンおよびクラウドセー
ルプラットフォームの構築に積極的
に参加しています。彼は Y コンビネ
ーターであり、Microsoft および IITD 
の卒業生です。彼は共同設立者と共
に Glowing.io および PlusTxt （PayTM
に売却済み）を設立しました。これ
までに、様々なウォレット、スマー
トコントラクト、DApp、ブロックチ
ェーンを基盤とするインフラストラ
クチャを開発してきました。 

Preetham 
ブロックチェーン開発者 
 
彼は経験豊富な開発者であり、ブロ
ックチェーンのスキルはもとより、
Solidity、Node.js、AWS、 Linux、
Elasticsearch、Redis、バーチャルリ
アリティ等でも優れた技能がありま
す。彼は、工学分野に優れた才能を
発揮し、クルクシェトラ大学でコン
ピューターサイエンスを専攻し、工
学での学士号を取得しました。 

PA 

Ankit Tiwari 
役員 - エンジニアリング 
 
Ankit はエンジニアリングチームのトッ
プです。彼は主にデータ・サイエンス
チームと共に人口知能ツールの開発に
取り組んでいます。Ankit は Public 
Health Foundation of India（インドパブリ
ックヘルス基金）の独立技術顧問も務
めます。彼はコンピューターサイエン
スの学士号保持者です。 

Jes Anub 
シニアデベロッパー 
 
Jes はシニアソフトウェアエンジニア
で、コンピューター工学の修士号を
有します。8 年以上のソフトウェア
開発経験があり、主に、JavaScript の
コーディングを行っています。Jes は
TrakInvestの人口知能を利用した開発
全般に参加しています。 

https://www.linkedin.com/in/ankittw/
https://www.linkedin.com/in/ankittw/
https://www.linkedin.com/in/paragarora/
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Namrata Singh 
シニアソフトウェア QA 
 
デザイン、開発、実装、テスト計画
、テストケース、テスト工程などシ
ステム開発ライフサイクルの全般的
経験をもつシニアソフトウェア QA

です。Namrata はウェブおよびモバ
イルアプリケーションのテストの専
門家です。彼女にはトレーサビリテ
ィマトリックスおよび様々なツール
を使用したプロセスの自動化の経験
があります。 

Monika Arora 
テクリード 

 

Monikaは 12年の経験があり、新興市
場の要件分析に優れた能力をプラン
ニングから製品の開発までの全般を
通 し て 発 揮 し ま す 。 Monika は
TrakInvestの人工知能を使用したチャ
ットボットを開発しています。 

NS MA 

https://www.linkedin.com/in/namrata-singh-90227895/
https://www.linkedin.com/in/monika-arora-b968a923/
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Partha Pratim Talukdar 
Keynome Technologies 設 立 者 、 旧
Google 
インド 
 
Parthaはインドの一流の工学大学 IISc

で機械学習および人工知能をリード
しています。彼は以前、Google で
NLP、データ統合、認知科学に取り
組んでいました。彼の最近のリサー
チは、大規模情報抽出、一時的情報
処理、大規模データ＆神経セマンテ
ィクスからの自動ナレッジハーべス
ティングのためのグラフベースの学
習アルゴリズムに重点をおいていま
す。 

Jimmy Kim 
共同設立者 & SparkLabs Global Ventures 
韓国 
現在の投資家 
 
Jimmy はテクノロジーとゲーミフィケ
ーションの分野の豊富な経験がありま
す。彼はこれまでに Nexon と iGame 
Studio でリーダーシップをとってきま
した。Jimmy は 2012 年に Disney に買
収されたオンラインゲームスタジオ
Studio Ex設立の際の投資家で、積極的
な取引アドバイザーをしてきました。 

また、スタンフォード大学経営大学院
のエグゼクティブマネジメントプログ
ラムを修了しています。 

Frank Meehan 
共同設立者 & SparkLabs Global Ventures 
ロンドン 
現在の投資家 
 
MeehanはEricssonやHutchison Whampoa
で指導的役職を務めてきました。彼に
は、テクノロジーと電気通信の広範な
知識に加え、起業家としての経験もあ
り ま す 。 Spotify 、 Siri 、 Summly 、
Affectiva、Bitcasa、Fixmo、DoubleTwist
、Ginger、Desti、Magisto 等で役員を務
めてきました。 

FM 
JK 

PPT 

Jia AC 

Vorada Thangsurbkul 
第 1 副社長、サイアム商業銀行 
タイ 
現在の投資家 
 
Voradaは 24年以上にわたり、タイお
よびその他の東南アジアの国の投資
銀行ならびに一流の金融機関におけ
る資産管理に当たってきました。以
前は、モルガンスタンレーでプライ
ベート・バンキングの運営をリード
してきました。彼女はケナン・フラ
グラー・ビジネススクールの MBA
を取得しています。 

Chatchaval Jiaravanon 
CEO - Charoen Pokphand、Indonesia 
& Finansia Syrus Securities 
役員 - True Corporation 
Thailand、現在の投資家 
 
Jiaravanon はタイ最大の私有企業と
多様な事業を行うコングロマリット
C.P. Pokphandグループを経営する成
功している起業家です。テレコム、
エネルギー、金融サービス、農業等
タイの様々な私的、公的企業の役員
を務めています。 

Alan Chou 
発行＆運営担当役員 (SEA) - Blizzard 
Entertainment 
シンガポール 
 
Alan はパートナーマネジメント、マ
ーケティング、事業運営、セールス
を含む刊行にまつわる業務全般の責
任を負うチームのリーダーです。彼
は以前は Microsoftおよび Intelで働い
ていました。また、UCバークレーの
機械工学の学士号、カリフォルニア
大学の MBAを取得しています。 

チャット 

諮問委員会 

https://www.linkedin.com/in/frankmeehan/
https://www.linkedin.com/in/jimmykim1/
https://www.linkedin.com/in/parthapratimtalukdar/
https://www.linkedin.com/in/vorada-thangsurbkul-3570a3a2/
https://www.linkedin.com/in/alantchou/
https://www.bloomberg.com/research/stocks/people/person.asp?personId=8459832&privcapId=879550
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Woraphanit Ruayrungruang 
華彬集団/北京/HK、代表取締役社長
、 

現在の投資家 
 
Woraphanit は華彬集団の外国におけ
る戦略的ビジョンで中国をリードし
ています。華彬集団は多様性に富む
グローバルホールディングスで、
Woraphanit は、不動産、ラグジュア
リー、ライフスタイルからスポーツ
、消費者向け商品、健康等様々なセ
クターへの国際投資を確保する役目
を務めます。 

MN pl 

Mandeep Nalwa 
CEO 兼設立者 - Taurus Wealth 

シンガポール 

現在の投資家 

 

Mandeep はこれまでのキャリアのほ
とんどを、アジア太平洋地域の様々
なプライベートバンクでの株式、固
定収入、通貨、デリバティブ、資産
管理等の分野で費やしてきました。
Mandeep はシンガポール独立資産管
理者協会設立委員会 (AIAM)のメン
バーです。彼はインドのアフマダー
バードにあるインド経営研究所の卒
業生です。 

Prasad Vanga 
パートナー - Anthill Ventures 

インド 

 

Prasad Vanga は成功している起業家
、エンジェル投資家、そしてビジネ
ス変換コーチでもあります。投資家
として、複数のスタートアップに関
与し、Tynker、Medplus、Manage my 

Spa 等の企業を急成長させてきまし
た。彼はこれまでに Nike、Starwood

、Symantec、Google、Kraft、GE 等
、世界のトップクラスの企業へコン
サルティングを提供してきました。 

PV 

https://www.linkedin.com/in/mandeep-nalwa-8a37599/
https://www.linkedin.com/in/woraphanit-ruayrungruang-46704166/
https://www.linkedin.com/in/prasadvanga/
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